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N e w s  R e l e a s e 
― もしもし、前を見てますか ― 

「携帯電話禁止」を訴えるポスターが急増  
～ 平成２２年度ＪＡ共済交通安全ポスターコンクール全国作品テーマ分析レポート ～ 

 

ＪＡ共済連が主催する「第３９回 小・中学生交通安全ポスターコンクール」には、全国

４３都道府県から、約１５万７千点の応募があり、各都道府県から選出された優秀作品３２

０点が全国コンクールの審査にあがってきました。 

本会では、平成１５年度より全国コンクール審査作品のテーマを集計し、今、どのような

視点で小・中学生が交通安全を捉えているのかを分析しています。 

本年度も交通安全を考えるうえで示唆に富む結果がまとまりましたので、ご報告します。 

◇「携帯電話禁止」ポスター、４年ぶりに首位 

本年度の交通安全ポスターは「携帯電話の使用禁止」を訴え

る作品が２７点（構成比８.４％）と、平成１８年度以来、４

年ぶりに首位となりました。これらのポスターを訴求対象別に

見ると、自動車が１７点、自転車が７点、歩行者が３点と、と

りわけドライバーに厳しい目を向けていることがうかがえま

す。 

自動車運転中の携帯電話禁止をテーマとした作品は、小学１

年生のポスターから登場し、「もしもししてるともしものこと

が」（小３）、「もしもし、前を見てますか」（小６）「命とメー

ルどっちが大事？」（中３）など、様々な標語と絵柄でドライ

バーに注意を呼びかけています。 

◇携帯電話の普及率９割超、運転中の摘発も半年で約６５万件 

内閣府の調査によると、国内の携帯電話の普及率は９２.４％※1、過去５年間で１０.４ポ

イント増加しています。 

一方、携帯電話の普及によって、禁止されている運転中に携帯電話を使用する人の姿も目

立ち始めました。 

平成２２年上半期、自動車運転中の携帯電話使用による摘発件数は６４万８，８８３件※2

で、これは信号無視摘発件数の約２倍、駐車違反摘発件数の約３倍という高い数値となって

います。さらに、法改正による運転中の携帯電話使用の罰則強化（平成１６年）以降も摘発

件数は年々増加しており、ドライバーの意識向上が強く求められています。 

○携帯電話の普及率と運転中の携帯電話使用による摘発件数の推移（過去５年間） 

 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年

普及率（３月末）※1 82.0％ 85.3％ 88.0％ 90.5％ 90.2％ 92.4％ 

摘発件数（上半期）※2 199，703 439,967 560,159 594,654 630,756 648,883 

※1 出典：「消費動向調査」 内閣府 平成１７年～平成２２年の各年 

※2 出典：「上半期の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取締状況について」警察庁交通局 平成１７年～平成２２年の各年 

 



 

◇道路横断のルール・ヘルメット着用など定番のテーマも上位に 

「横断歩道は手をあげて」を訴求するポスターも、小学校低学年の作品を中心に多く見ら

れ、「携帯電話の使用禁止」と並びテーマ作品数２７点で１位になりました。 

次いで、２６点で３位が「左右（前方）よく見て」と「ヘルメット着用」（構成比８.１％）、

５位が２５点で「飛び出し禁止」（同７.８％）となっており、子どもたちにとって身近な道

路横断のルールや自転車に関する話題が上位を占めました。また、これら上位テーマの作品

点数は、昨年に比べ増加傾向にありました。 

◇子どもたちの感性を交通安全の取り組みに活かしたい 

近年、オートマチック（ＡＴ）車を中心にアクセルとブレーキの踏み間違えによる事故が

発生し、自動車メーカーも対策に乗り出しています。 

こうした社会の動きからか、本年度のポスターには、小学５年生と６年生の各１作品に「ア

クセルとブレーキの踏み間違いに注意」という新しいテーマも登場しました。 

 子どもたちはその時々の交通安全に関する旬のテーマに驚くほど敏感です。本会では、子

どもたちがピュアな感性で指摘する“今、最もホットな交通安全のテーマや課題”を参考に

して、交通安全に努めていきたいと考えています。 

○ 交通安全ポスターコンクール１位の訴求テーマと社会の動き（過去５年間） 

 訴求テーマ（1 位） 社会の動き 

平成 22 年度 「携帯電話の使用禁止」 
スマートフォンがヒット商品に 

「運転中の携帯電話使用」摘発件数の増加 

平成 21 年度 「自転車マナー」 
健康志向・エコを背景とした自転車人気と自転車と歩行

者の接触事故増加 

平成 20 年度 「後部座席のシ－トベルト着用」 後部座席シートベルト着用の義務化（H20.6 施行） 

平成 19 年度 「飲酒運転禁止」 
福岡・飲酒運転死亡事故（H18.2）に端を発する飲酒運

転関連事故の社会問題化 

平成 18 年度 

平成 17 年度 
「携帯電話の使用禁止」 運転中の携帯電話使用の罰則強化（H16.11 施行） 

 

＜本年度のポスター作品 抜粋＞ 

◆ 「携帯電話の使用禁止」に関するポスター 

自動車運転中の携帯電話使用禁止を訴えるポスターのほか、自転車搭乗中や歩行中の携帯マナーに

も注意を促しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【小３】【小１】 【中３】  

 

 



 

 

【詳細データ】交通安全ポスターテーマ集計表 

テーマ 

小

1 

小

2 

小

3 

小

4 

小

5 

小

6 

中

1 

中

2 

中

3 合計 % 

携帯電話禁止 1 0 2 4 1 3 3 6 7 27 8.4 

横断歩道は手をあげて 12 8 2 1 1 0 0 2 1 27 8.4 

左右（前方）よく見て 6 0 4 5 2 4 0 2 3 26 8.1 

ヘルメット着用 0 5 7 3 7 0 1 1 2 26 8.1 

飛び出し禁止 3 4 7 1 0 2 4 1 3 25 7.8 

安全（思いやり）運転 2 1 2 4 5 4 3 1 1 23 7.2 

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ・ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ着用 1 5 2 2 3 1 3 3 3 23 7.2 

自転車は正しく乗ろう 1 1 3 3 2 2 2 3 0 17 5.3 

信号守ろう 3 4 1 2 0 0 1 5 1 17 5.3 

無灯火危険・自転車ライト 0 2 1 0 2 1 4 0 2 12 3.8 

交通ルールを守ろう 0 0 2 1 1 2 0 3 3 12 3.8 

飲酒運転禁止 0 0 0 0 2 4 3 0 2 11 3.4 

雨の日注意 2 2 0 1 1 1 0 1 1 9 2.8 

反射板・目立つ服の着用 0 0 2 2 0 3 0 1 1 9 2.8 

迷惑駐車禁止 0 0 1 0 1 0 4 0 0 6 1.9 

一時停止を守ろう 1 0 0 1 0 0 1 1 0 4 1.3 

自動車に注意 1 1 0 1 0 0 0 0 1 4 1.3 

道路（駐車場）で遊ぶな 0 1 0 1 0 0 0 0 1 3 0.9 

踏切注意 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0.6 

ｱｸｾﾙ・ﾌﾞﾚｰｷの踏み間違い注意 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0.6 

イヤホン禁止 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0.6 

その他 1 2 0 3 6 9 5 4 3 33 10.3 

合計 34 36 36 36 37 37 34 35 35 320 100 

 

１位：       ２位：                    ３位：


